
――今年は年初から能登半島地震や航空機
事故など痛ましい年の始まりとなりました。
　能登半島地震や航空機事故の犠牲者の皆
様に哀悼の意を表したいと存じます。石川
県には私立の北陸学院小学校がありますが、
不安のなかでも1月の始業式から全児童が
登校できました。感謝しかありません。し
かしながら今も多くの被災者の皆様が苦労
していらっしゃいます。震災地域の復旧復
興に私どもも応援してまいりたいと思って
おります。

　厳しい時代状況ですが、私どもは必ずや
困難な時代を乗り越え、新しい時代を切り
開く児童を育てる確信を持っております。
なぜなら百年以上も前から、私立小学校の
先達は、困難の中で輝かしい希望を切り開
いてきているからです。
　すこし長くなりますが、時代を切り開く
私立小学校物語として聞いてもらえればと
思います。明治時代の学制発布（小学校の
義務教育）に当たって、全国津々浦々にで
きたのは、多くが寺子屋から発展した私立
小学校でした。その後、それらが公立に切
り替えられても、福沢諭吉先生が作られた
慶應義塾幼稚舎は現代まで私立を貫き、今
年 150 周年を迎えます。明治の夜明けを
リードする多くの人材を育てられました。
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魅力あふれる
私立小学校の
世界、その歴史

　2024 年は元日に能登半島地震、翌２日に羽田空港衝突事故というよ
うに不安な年の始まりとなりました。私立小学校は、昨年５月に感染
症５類に引き下げられた新型コロナウイルスに対しても、オンライン
学習をはじめ的確な対応によって乗り越えてきましたが、この厳しい
時代状況のなかで、私立小学校が展開する学びの魅力とは何か、日本
私立小学校連合会会長の重永睦夫先生にお話を伺いました。
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Interview
校生活しか経験していません。これは、児
童の成長発達を損なう事態でしたので、児
童の学びを止めてはならない、どう児童の
成長を保障できるかを強く意識しました。
もちろん自分たち教職員の健康も守る。教
職員の意識が鍛えられました。
　第二に、ICT 環境はコロナ禍の前から
着々と進めていましたが、一斉休校という
ピンチを、オンライン学習を飛躍的に進め
るチャンスに切り替えたのが私立小学校で
した。教員研修会もオンラインで旺盛に進
めましたので ICT スキルは飛躍的にアップ
しました。
　第三に、家庭に閉じ込められて、どこに
も出かけられない子どもたちに寄り添うに
はどうしたらよいのか、ということに心を
くだきました。「コロナ禍だから我慢して
よ」という気持ちになれないのは公立の先
生も同じですが、私立小学校が公立と違う
ところは、教育委員会による画一的な規制
がないこと。私立小学校は臨機応変に取り
組む力を持っています。
　第四に、消毒体制や換気、検温体制など
考えられる限りの感染予防対策はもちろん、
授業、学校行事の教育プログラムを直ちに
コロナ対応に切り替えました。
　第五に、児童の貴重な体験学習を危機の
中においてどう保障するかということです。
修学旅行が中止を余儀なくされても、工夫
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日本私立小学校連合会会長、東京私立初等学
校協会会長（2023 年 4 月インタビュー時点）。
東横学園大倉山高校校長退任後、学校法人五
島育英会主幹として東京都市大学グループ発
足にあたる。その後、21 年 3 月まで東京都
市大学付属小学校の校長を務める。

また関東大震災の前後には澤柳政太郎先生
の成城学園、小原國芳先生の玉川学園、キ
リスト教ミッション系の学園をはじめ多く
の私立小学校が誕生し、震災復興をになう
人材を輩出しました。それなのに、このよ
うな私立小学校が全廃されそうになった危
機もあるのです。太平洋戦争が始まる前の
ことです。全国の小学校を「国民学校」に
切り替える。私立小学校は全廃と閣議決定
されました。直ちに先達は日本私立小学校
連合会を結成して立ち上がり決定を撤回さ
せることができました。このように歴史の
苦難を乗り越えて私立小学校は星の如く輝
いていることを知ってもらえたらと思いま
す。
　時代が私立小学校の特色ある教育を求め
ていると思っておりますので、磨きをかけ
たいと思います。

　2008 年のリーマンショックや 2011 年
の東日本大震災のあと、小さい子どもを遠
距離通学させる私立小学校は一時敬遠され
ました。ところが、コロナ禍では、反対に
私立小学校受験が増えました。公立にはで
きない私立小学校のきめ細かな対応が信頼
を集めたのですね。
　コロナ禍というピンチをチャンスに切り
替えて、オンラインを含む ICT 技術の進化、
感染症対策のノウハウを蓄積しました。コ
ロナ禍で日本全国の小学校が戸惑っている
ときに、私立小学校はいちはやく ICT やオ
ンラインをつかった家庭学習支援をおこ
なったため、「やっぱり私立小学校は素晴
らしい」という評価を得られました。

コロナ禍で発揮された私立小学校の真価、
教員の意識も大きく飛躍
――コロナ禍において、児童と保護者に寄
り添う意識、ICT 環境など私立小学校の真
価が発揮されたのではないでしょうか。
　もう今は落ち着いておりますので安心し
ていただきたいと思いますが、コロナ禍の
経験は百年に一度という大きなことかもし

れないので大切に語り継ぎたいと思ってい
ます。
　第一に、今年の五年生から二年生までは
小学校入学以来、マスク姿の友達しか知ら
ない生活を送りました。学校行事も感染対
策優先というような極めて制限された小学

を凝らして代替の日帰り遠足を複数回実施
するなど、一生の思い出に残るものにした
り、学芸発表会や音楽発表会、運動会など
についても密にならない工夫をして実施し
たり、コロナ禍に負けずに児童の思い出作
りに知恵を絞りました。
　私たち東初協（東京私立初等学校協会）、
また日私小連（日本私立小学校連合会）で
は、将来に備えて、各校のコロナ対応につ
いて「知の蓄積」をする取り組みを行って
います。
――児童や保護者の方々にはどのように対
応されましたか。
　その点が第六となります。保護者の方々
も、通常の年度より学校に出かけるチャン
スがめっきり減りました。学校における、
わが子の姿を直接確認できる機会がなく、
生身で得ることのできる学校情報が極めて
少なくなりました。仕方がないでは済まさ
れず、ストレスが溜まります。コロナ禍の
保護者対応は通常よりもいっそう大事に取
り組みました。
　保護者面談を対面で行うか、Zoomなど
のオンラインで行うかは各校それぞれだと
しても、保護者の方々に寄り添って綿密な
計画で進めてきました。
　コロナ禍は、学校と保護者というだけの
関係から「危機からこどもを共に守る仲間」
という意識に進んだと思います。

デジタル時代における「新しい教育」とは
――2020 年度から小学校のカリキュラム
は新学習指導要領に全面移行しましたが、
私立小学校はそのテーマである「主体的・
対話的で深い学び」を先取りしてきました。
理数教育や外国語教育、情報教育、体験活
動など、私学ならではの教育の特徴につい
てお教えください。
　今は公立も進めている「アクティブラー
ニング」は私立小学校が始めたものです。
双方向の授業でなければ、子どもたちは心
を動かしません。教師が問いを投げかける
ことで子どもたちに考えさせ、グループで
互いに討議させたりして、それをまた教師
に戻すというダイナミックな学びが、むか
しから私立の教育なのです。
　また、理数教育や外国語教育などについ
ても、多くの私立小学校が長い歴史の中で
教育の実践を培ってきた分野で、それぞれ
独自の成果を上げて今日に至っています。
　今回の改訂で特に新しい教育課題として
出されているのがプログラミング教育です
が、私立小学校の中にはすでに集中講義と

いう形でプログラミング教室を開いたり、
アフタースクールでも、希望制で子どもた
ちに教えています。新学習指導要領では最
終的に、プログラミング教育を全教科の中
に落としこんで、論理的思考を養うという
ことになっていますが、私立小ではこれま
での実績を基礎に、新しい実践的な教育プ
ログラムが開発されていくと思います。
――2024 年度からは、小学校でデジタル
教科書が本格導入されました。
　デジタル教科書の問題は、学校教育の根
幹に関わることなので、私たちも文部科学
省の部会に意見書という形で現場の考えを
提出しました。
　例えば、デジタル教科書では児童が画面
に直接書き込みができ、消去もやり直しも
簡単に行えるので、作業が容易になるで
しょう。しかし、その簡単さが本当に「考
える」力を養えるかどうか、十分な研究を
待つ必要があるのではないでしょうか。言
い換えれば、やり直す、書き直す、消去す
るということを手間暇を惜しまずやること

が、児童の脳の活動に好影響をもたらして
いるということも考えなければなりません。
時間を要すること、思考過程それ自体をき
ちんとノートに残すことは、低学年になる
ほど考慮に入れられるべきことでしょう。
――小学校教育の根幹にあるアクティブ
ラーニングなどはまさに、私立学校の歴史
における新しい教育のムーブメントの中で
実践されてきた教育のあり方と言えますね。
　そうですね。私立小学校の歴史は、児童
にどのように寄り添って発達を保障するか
考え抜いて、それぞれ特色ある教育を作り
上げてきた歴史です。
　ここでわが国の初等教育の歴史を振り返
りますと、明治に入り、西欧列強に伍する
ため近代的な学制を整備するに当たって、
当時の寺子屋を小学校に移したため、最初
は 3分の 1が私立小学校でした。その後、
ほとんどが官製の公立小学校として組み込
まれていく過程で、富国強兵の動きとも重
なりますが、全国の教育が画一化されてい
くわけです。そうした中で、子どもたちを
中心に進める教育という、欧米でも活発化
していた「新教育」の思想から生まれてき
たのが大正自由教育運動なのですね。
　1921 年には「八大教育主張」という有
名な講演会が開かれましたが、その中で小
原國芳先生が「全人教育」論を主張されま
した。小原先生は澤柳政太郎先生が成城学
園を創設した際に同校に赴任し、のちに玉
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川学園を創設するのですが、その全人教育
論は今では当たり前のように教育界で語ら
れます。文部科学省の中央教育審議会答申
にも「全人教育」という言葉が使われてい
ますが、日本をリードする教育観の提唱者
が私立小学校の先達だということを強調し
ておきます。
――近代教育草創のころ私立学校を興した
多くの教育者たちは、今日に至る教育の本
質を見通しておられたのですね。
　ですから、中学受験の学校と思われてい
る私立小学校でも、小学校の 6年間を勉強
だけさせるというような学校はまずありま
せん。すべての私立小学校が「楽しい学校
生活で心豊かに成長すること」を第一にカ

リキュラムを開発しています。
――デジタル教科書のメリッ
トとして、動画や音声などが
組み込めるため、疑似体験が
できることも謳われています。
　私立小学校は、実物教育や
体験学習、本物に触れる教育
を重視しています。子どもの
学びや発達にとって最も大切
なのは体全体、五感をフルに
使って感じ取ることだと考え
ているからです。その観点か
らすれば、デジタル教材によ
る疑似体験しても尚且つ実体
験で裏打ちするということが
大切でしょう。
　また、動画は情報量がとて
も大きいわけですが、これも
小学校教育にとって一長一短
があります。情報量をあえて
限定することによって、児童
に能動的な思考を促すことも
必要だからです。その観点に

立てば、従来の静止画像や文字資料、表や
グラフの方が有効な場面が多いというのが
私たちの実感です。
　確かに、実験・観察における仮説・予想
を十分行った上で、実際の様子を見て、そ
の後に補助的に動画で確認したり、その場
では実物を見ることができないものを見せ
たりすることに動画は便利です。しかし、
動画観察の安易な環境に甘んじて、デジ
タル教科書とデジタル教材の中に安住する
ならば、本物の学習にはなりません。例え
ば理科教育において、理科に精通していな
い教員が安易に動画の視聴だけで学習を進
めても良いと勘違いすることがあるならば、
危険だと言わざるを得ません。↙

提携した教育プログラムを導入している学
校など、特色ある教育が綺羅星のようにあ
るのが私立小学校なのです。
　ただし、私立小学校は授業料を納めなけ
ればなりません。国や都道府県から助成金
がありますが、それでも高いのが現実です。
もっと授業料を低く抑えられるよう、日本
私立小学校連合会として国や都道府県に働
きかけています。
――私立小学校に入学するには、各学校が
実施する入学試験に合格しなければなりま
せん。
　ペーパーテストのほか、行動観察や保護
者面接、保護者作文の提出など、学校に
よってさまざまな形態があります。そのう
ちの一つの分野で及第点が取れなかったら、
ほかのテストがよくても不合格となる学校
もあります。ですから、その学校の入試ス
タイルをしっかり調べておく必要があるで
しょう。
　合格のあかつきには、誓約書の提出を求
める私立小学校もあることにも注意してお
いてください。学校の名誉を傷つけない、
校外の活動を重視して学業をおろそかにし
ないなどの内容です。
――私立小学校には、大きく分けてどのよ
うな種類があるのでしょうか。
　まずは、宗教系の学校か無宗教系かとい
うことで分かれますが、誤解して欲しくな
いのは、宗教系であっても、その宗教が大
事にしていることは教えますが、入信を強
制する学校ではないということです。宗教
系でも仏教やキリスト教で違いますし、キ
リスト教系の学校にはカトリック系とプロ
テスタント系があります。仏教系でも宗派
の違いがあります。
　次に、中高や大学など上級の付属校があ
るかどうか。付属中に内部推薦制度があっ
ても、成績によっては上級学校に推薦して
もらえない学校もあります。
　また、学校が強制しているわけではあり
ませんが、6年生全員が中学受験をするの
で、中学受験準備の指導を取り入れている
学校もあります。
　私立小学校のほとんどは学校法人立です
が、株式会社立の小学校もあります。株式
会社立は公費助成が受けられませんので、
授業料がたいへん高くなります。
――私立小学校を選ぶポイントをお教えく
ださい。
　一つ目は、建学の精神や教育方針が家庭
の教育方針に照らし合わせて魅力的である
かどうか。
　二つ目は、校風や児童の様子がわが子の
性格や興味関心に合致しているかどうか。

えに自分の理想の学校をつくるわけですか
ら、当然ながら「先取の精神」があり、「先
駆的教育を行うぞ」という情熱があります。
　そして何十年、百年という歳月を超えて、
建学の精神をそのときどきの時代の要請に
応えて教育プログラムに反映させます。建
学の精神をどう発展させるかを常に考えて
いるのが私立小学校なのです。ですから、
私立小学校は常に新しいことにチャレンジ
していると言って過言ではないのです。
　そういう私立小学校だからこそ、祖父母、
親、子供、孫、曾孫と何代にもわたって同
じ私立小学校に通わせようという家庭がた
くさんあるわけです。そしてまた教職員も、
創立者や建学の精神にほれ込んで教育をし
ますので、退職まで働き続ける人がほとん
どです。そうしたことから、丁寧で濃密な
人間関係のもとで教育が引き継がれ、実施
される。これが私立小学校の何よりの魅力
でしょうね。
――本日はどうもありがとうございました。

田所　浩志

　三つ目は、通学時間の問題。混雑した電
車やバスの場合、通学時間は考慮した方が
良い。通学時間に制限を設けている学校も
あります。
　とにかく、私立小学校には「偏差値」と
いうものはありません。すべての学校が特
色を持って、これからの世界で活躍する宝

を育てています。
　もちろん、学校教育法に定められた小学
校ですから、基本は日本の学習指導要領に
従って教育を行っています。その点でも安
心してお子様を預けていただければと思い
ます。

地域と連携し、危機管理意識を強める

　東日本大震災の発生からもう 13 年にな
るのですね。新型コロナウイルスによるパ
ンデミックは３年余りも続きました。
　大震災の後は、小さい子どもを遠距離通
学させるのは心配だといって、私立小学校
受験が減少しました。
　しかし、新型コロナにおいては先述の通
り、全国一斉休校が政府によって実施され
る中、私学の家庭学習支援や ICT 環境など
が優れていると評判をとり、私立小学校の
応募者が増えました。
　Zoom による双方向授業や、YouTube
の動画配信を活用したオンデマンド（繰り
返し視聴が可能な）授業、多様なスタイル
の分散登校や時差登校など、私立小学校で
はさまざまな工夫が講じられました。その
理念は「子どもの学びを止めない」ことに
尽きます。
　学校行事なども、できる限り可能性を追
求し、中止を余儀なくされた行事について
も、代替の企画を工夫しました。
　教員研修も、対面集合形式を追求しつつ、
オンラインと対面の両方、ハイブリッド形
式で実施し、教育の質の保証を維持してき
ました。
――私立学校はどんな困難も乗り越え、優
れた教育システムを構築してきたのですね。
　私立小学校に通わせる上で一番の心配は、
交通機関を使って登下校しているときです。
学校にいるときは教職員が児童の安全を確
保する訓練を重ねていますので、公立小学
校に負けません。大事なところは、災害が
登下校時に発生したときです。
　そこで、大震災の教訓から、私立中学高
等学校協会と連携して「避難校ネットワー
ク」を作り上げています。今後は、何か大
きな災害で交通機関が一斉に止まり、子ど
もたちが自宅に帰れないことが起こっても、
駅構内で子どもたちが安全に確保され、最
寄りの私立学校の教職員が他校の児童でも

迎え入れます。そして、ネットを通じて私
立小同士が相互に保護している児童につい
て連絡し合います。実際に機能しないと意
味がありませんので、毎年 1 回、すべて
の学校が参加する訓練をしています。
　さらに、津波の心配のない学校を含めて、
東日本大震災における「 石の奇跡」など
を学び、危機管理意識を強めています。
――私立小学校において、地域との連携も
欠かせない課題ですね。
　児童は登下校時をはじめ、何かにつけて
地域の皆さんに守っていただいております
し、迷惑をかけることもあります。公共交
通機関の中でマナーを守らずに叱られるこ
ともあります。従って、地域の皆さんへの
挨拶活動や御礼の活動はとても大事です。
　地域の交番、駅、バス営業所、病院をは
じめ、お世話になっている皆様への感謝の
活動をするのはもちろんのこと、日頃の学
習活動においても、地域の皆様にご協力を
いただいております。スーパーでのお買い
物体験や消防署や郵便局の見学、その他い
ろいろな地域の学びがあるからです。
　このように、私立小学校は公立小学校に
負けず劣らず、地域の皆さんとの連携を大
切にしています。
――私立学校では親子二代、三代続けて同
窓生、といったご家庭も珍しくありません。
私立学校の魅力につきまして、メッセージ
をお願いいたします。
　昨年、「私立学校法」が改正されました。
これは、私立学校において不祥事や法令違
反が起きないよう自浄作用が働く体制をつ
くるというものです。
　私もヒアリングを受けたり、特別委員会
の一員として議論に加わりました。その中
で痛切に感じたのは、創立者と建学の精神、
伝統を重んじ、時代の先端を走る特色ある
教育づくりに燃えている学校こそが不祥事
を起こさない学校だということです。
　大事なことなので何度も申しますが、私
立小学校には必ず創立者がいます。創立者
は自分の教育の理想を「建学の精神」とし
て表します。他の学校に飽き足らないがゆ

「多様性」にこそ私立学校の魅力がある

　二年前、東京都立立川国際中等教育学校
附属小学校が開設されました。これはまる
で私立小学校です。公立が私立小学校を模
倣したと思っています。しかしながら真似
できないのは、私立学校の最も大きな特徴
である「創立者がいる」という点でしょう。
　その上で「建学の精神」があります。創

立者が学校を開いた志です。日々の教育は
学校ごとに定められた教育目標とカリキュ
ラムによって進められますが、そのバック
ボーンとして貫かれているのが建学の精神
なのです。
　だからこそ、私立では公立にはできない
特色ある教育が展開されています。男子は
全員ラグビーを行うという学校もあります
し、１年から宿泊学習を行う学校もありま
す。修学旅行も日光とは限りません。豪華
クルーザーの修学旅行さえあります。
　英語学習や国際化教育も早くから取り組
んだのが私立小学校です。一流の専門家と
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